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マサフィ砦の発掘と保存修復












に刊行した（佐々木 2005）。本稿はその後 2005 年 5
月に実施した同地域における遺跡踏査の成果（佐々木 
2006）に基づく 2006 年 3 ～ 4 月のマサフィ砦発掘と
保存修復準備についての調査成果である。
第 １ 章　 フ ジ ェ イ ラ 首 長 国 マ サ フ ィ 砦 の 発 掘　
Excavation at Masafi Fort
第１節　マサフィ Masafi Fort の発掘 (N25° 17′ 48″
-51″ , E56° 09′ 21″ -20″ )
　2005 年 5 月の現状確認踏査に続き、2006 年 3 月
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Photos were taken on April 2006. 1a: from a stone tower on the top of 493 m mountain which locates north of the Fort. 
1b: from south stone mound. 1c: from south west. The base of Masafi Fort is 440 m above sea level. 
1a
1b,1c
Figure 1  Location of the Masafi Fort. 
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元民によると 1960 年代には砦北側 493 ｍ小丘麓斜面






















　北緯 25° 17′ 55″東経 56° 09′ 31″に農園際に建つ泥レ
ンガ積みの大きな家の廃墟が残り、その西北側のナツ
メヤシ農園と現在の住宅地の境となる部分、北緯 25°
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Figure 2  Plan and section of Masafi Fort and Mosque 
3a: from east
Figure 3  Excavated trenches in the courtyard of the Masafi fort 
3b: from west
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North-west boundary wall 
Figure 4   Boundary walls of the Masafi Fort 
South-east boundary wall 
North-east boundary wall
Stone wall House 
Figure 5   Houses outside of the Masafi Fort Mud brick wall House
Mihirab of the Masafi mosque
Inside wall of the mosque. Mud was 
plastered on mud brick wall and mud 
floor. Figure 6   Mosque and Mosque area beside the Masafi Fort 
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～ 22cm×21cm、厚さ 5 ～ 8cm である。周壁北西側
のモスクとの間の斜面にも石積み基礎の小さな家跡が
















第３節　出土品 　Finds from the Masafi Fort
　コールカルバ町跡やフジェイラ町跡、コールファッ
カン砦跡で採集された陶磁器と類似するものが主であ
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7a: Finds from the countyard in the Masafi fort
7b: Finds from north-east corner and outside of boundary wall of the Masafi fort 
A cooking pot with painted red decoration which bears 4 rugs was found near the 
surface of the north-east corner of the Masafi fort. 
Fish bones and scales were contained with the muddy sand in the cooking pot. 
Figure 7   Finds from the Masafi Fort
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8d: Finds from the area between Masafi fort and Masafi mosque 
8e: White porcelain with the 
mark "JFC Made in Japan" 
from the Masafi mosque area
Figure 8   Finds from outside of the Masafi Fort and mosque area 
8f: Finds from the Masafi 
mosque area
8a: Finds from the western outside of the 
Masafi fort near the House 5 
8b: Finds from the area between 
Masafi fort and Masafi mosque 
8c:Finds from the area between 
Masafi fort and Masafi mosque 
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釉陶器数片のみであり、14 ～ 15 世紀のジュルファー
ル遺跡にも類似品がある種類である。中国磁器は 18
世紀末～ 19 世紀前半の清代染付、19 世紀後半～ 20
世紀の染付と色絵磁器があり、16 ～ 17 世紀に遡る製
品はない。ヨーロッパ陶器はオランダ製の色絵陶器鉢
が主で 19 ～ 20 世紀。イスラーム陶器おそらくイラン
産の緑釉陶器数片と白濁釉陶器数点は 18 世紀後半か
ら 19 世紀前半に多い淡青釉下褐彩陶器よりも前の時












20 世紀後半。中国赤色釉上彩磁器皿片 2、20 世紀。ヨー
ロッパ陶器はオランダ施釉色絵（赤青緑紫）陶器鉢片 8、





片 6、18 ～ 19 世紀。淡白濁釉下褐彩陶器鉢 1、18 ～
19 世紀。黄釉陶器碗片 1、18 ～ 19 世紀。当該地域
産の土器は赤色素地の鍋が主で赤色彩文があるもの多
く、大形壺もあり、18 ～ 19 世紀が多いか。イラン産
の土器はピンク色素地で瓶、表面に刻線文、突刺文、






代染付碗口縁部片 1、19 世紀。清代白磁稜花皿 1、白
磁碗 1、20 世紀。中国白磁型製コーヒーカップ片 1、
緑彩、20 世紀。ヨーロッパ陶器はオランダ施釉色絵
鉢片 2、染付皿片１、18 ～ 19 世紀。イスラーム施釉
陶器は黄釉陶器碗片 2、緑釉陶器碗片 4 片、18 ～ 19
世紀。褐釉陶器瓶片 2、19 ～ 20 世紀。淡緑釉下褐彩
陶器鉢片 3、青釉下褐彩陶器片 1、やや古いか。鉄片、















あり、18 ～ 19 世紀。イスラーム施釉陶器は緑釉陶器
碗瓶片、淡緑釉下褐彩鉢片、淡緑釉陶器鉢片、計 11 片、
18 ～ 19 世紀。
　d. マサフィ砦とマサフィモスクの間の出土品







磁器赤絵片 1、19 ～ 20 世紀。白磁型製コーヒーカッ
プ片 3、色絵磁器皿片 2、20 世紀。ヨーロッパ陶器は
オランダ製で、色絵陶器鉢片 2、染付陶器鉢片 7、白
濁釉陶器皿片 1、18 ～ 20 世紀。イスラーム施釉陶器
は白濁釉陶器鉢片 1、青釉陶器碗片 1、緑釉陶器碗片 2、
緑釉陶器瓶片 1、褐釉陶器鉢片 7。淡緑釉陶器下褐彩
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接する House 6 からの廃棄品が主となり、マサヒィ砦
の廃棄品も含まれると推定できる。日本磁器皿の高台
内にゴム印の赤絵で JFC, MADE IN JAPAN と記され
ている（Figure 8e）。瀬戸か、20 世紀。中国陶磁器は
染付碗 5、白磁 1、赤絵 2、色絵磁器 1、19 ～ 20 世
紀。イスラーム施釉陶器は白濁釉陶器碗 2、15 世紀以
降か。黄釉陶器碗 2、緑釉陶器碗片 7、青釉陶器片 1、




イン 3 枚、黒ガラスバングル 1 点、褐色ガラス容器片
1 点、牡蛎殻 2 片、動物骨 14 片。
　野上建紀は梵字を崩した文様を内側面に書き詰めた
中国青花皿、見込み中央に渦文が描かれる中国青花皿














した 13 世紀後半から 14 世紀初の砦、コールファッカ

































性がある。また、1853 年から 1892 年にかけて町や首
長どうしの小競り合いがこの周辺地域で頻繁におこり
(Lorimer 1908)、この戦いに対応して house-towers
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することが可能である。マサフィ砦は戦いが始まった
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資料は Diana 号、Tek Sing、Desaru などである。
　まず、これらの沈没船資料について概要を説明し、
その後にマサフィ砦出土の中国染付との比較を行いた
い。
1-1　沈没船資料の概要
（１）Diana 号（1817 年）
　1993 年にマラッカ海峡で発見され、サルベージ作
